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に
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古
典
激
憤
の
信
徒
は
往
々
理
想
ご
現
勢
ご
を
混
同
し
て

そ
れ
に
基
づ
き
扁
の
世
界
窺
を
立
つ
る
も
、
吾
人
の
見
を

以
て
す
れ
ば
、
更
に
臨
き
見
界
に
立
て
る
批
判
に
難
し
て

其
の
維
持
し
難
き
も
の
な
る
は
明
か
な
り
。
第
二
に
吾
入

は
文
化
の
諸
始
源
を
創
造
せ
し
偉
大
な
る
精
紳
的
作
業
を

歯
噛
す
る
を
常
ご
す
る
な
）
。

　
今
日
有
吏
以
前
の
新
研
究
は
吾
人
に
激
ふ
る
に
、
地
中

海
上
最
古
の
文
化
の
潮
流
は
南
北
に
動
か
す
し
て
東
西
に

動
け
る
を
以
て
す
。
高
山
大
岳
に
て
切
断
さ
れ
し
北
欧
人

と
南
欧
人
ご
の
交
渉
は
比
較
的
少
く
、
曲
者
の
難
事
掘
念

は
全
く
反
饗
に
て
、
グ
ル
マ
ン
人
等
は
月
を
男
、
日
を
女

（上）

九
八
　
　
（
九
入
）

　
　
　
　
　
　
グ
オ
ル
ク
・
ヤ
コ
ブ
著

交
學
士
宮
崎
市
定
抄
課

ご
考
へ
、
希
望
・
羅
馬
入
は
日
を
男
、
月
を
女
ご
考
へ
し

な
り
。
そ
の
原
始
生
活
法
、
泳
ぎ
方
、
漕
ぎ
方
乃
至
は
農

業
牧
畜
み
な
全
く
異
れ
る
基
礎
に
立
て
う
。
比
較
的
新
た

な
る
著
作
に
立
て
猶
、
穀
物
耕
作
は
最
初
羅
馬
人
に
依
う

或
は
中
世
に
立
て
始
め
て
ガ
リ
ァ
人
に
依
）
ゲ
ル
マ
ン
入

に
來
り
し
て
ふ
説
が
述
べ
ら
る
、
爲
め
ゲ
ル
マ
ニ
ア
は
大

力
以
外
如
何
な
る
穀
物
の
種
類
を
も
羅
馬
よ
り
受
け
届
ら

す
、
却
っ
て
反
醤
に
羅
馬
帝
政
時
代
既
に
其
の
伊
太
利
の

穀
倉
こ
な
り
居
た
る
事
實
を
強
調
し
て
も
世
入
の
耳
の
入

り
難
き
恨
み
あ
り
。
希
臓
・
羅
馬
人
の
最
初
裸
蛋
を
知
る

に
至
り
し
は
北
欧
人
よ
り
し
、
ゲ
ル
マ
ン
人
は
更
に
其
の



恩
を
東
方
に
負
ふ
。
吾
人
若
し
一
た
び
ア
ル
プ
ス
を
越
え

ん
か
。
動
植
物
の
全
く
異
れ
る
世
界
に
入
ら
ん
も
、
東
の

方
は
太
豊
春
に
至
り
て
も
さ
ま
で
の
鍵
化
を
見
ざ
る
べ

し
。
入
類
も
豊
動
植
物
ご
異
ら
ん
や
。
實
際
諸
民
族
間
の

親
密
な
る
丈
世
嗣
係
は
原
始
時
代
よ
り
存
在
し
、
北
欧
人

の
場
合
に
於
て
は
寧
ろ
東
方
ご
醐
激
し
、
所
謂
地
中
海

．
丈
化
の
影
響
は
、
時
間
的
に
も
、
塞
間
的
に
も
限
ら
れ
た

る
も
の
な
り
き
。
先
づ
メ
ル
ト
海
ご
印
度
洋
ご
の
沿
岸
住

民
間
に
古
せ
し
有
史
以
前
の
交
通
は
、
印
度
洋
、
紅
海
、

波
斯
業
に
黒
む
貝
の
殻
が
屡
々
バ
ル
ト
海
岸
の
古
蹟
に
登

見
せ
ら
る
》
に
て
讃
明
す
る
を
得
乃
中
世
に
及
び
て
は
更

に
其
交
蓮
繁
く
、
東
方
の
古
銭
は
瑞
血
ハ
、
オ
ル
ク
ネ
島
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
北
方
に
ま
で
分
布
せ
り
。

　
吾
入
一
た
び
眼
を
故
國
の
太
古
時
代
よ
り
轄
じ
て
数
澄

紀
を
隔
て
》
遽
く
現
今
時
代
に
及
ば
ん
か
。
吾
人
は
其
創

設
者
の
希
臓
語
を
知
ら
す
し
て
ア
ラ
マ
イ
ク
語
を
話
せ
る

東
洋
宗
野
中
に
生
存
し
活
動
す
る
な
り
。
さ
れ
ば
其
の
宗

　
　
　
第
十
一
艦
　
　
雑
　
纂
　
　
酋
洋
に
於
け
ろ
束
洋
の
影
響

敏
ビ
此
較
す
べ
き
も
の
を
心
臓
交
響
中
の
例
に
重
て
求
む

る
も
無
畜
に
し
て
、
却
っ
て
デ
モ
ト
黒
蝿
の
．
バ
ビ
ル
ス
中

に
求
め
得
べ
き
な
り
。
既
に
か
の
心
の
貧
し
き
者
は
幸
な

り
、
天
國
は
彼
等
の
物
な
れ
ば
な
り
、
て
ふ
山
上
の
垂
訓

は
如
何
に
努
力
す
る
も
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
ご
は
附
説
し
難
き

性
質
を
有
す
。
何
人
も
直
ち
に
戚
す
る
が
高
く
意
え
た
る

吾
人
の
ド
ー
ム
は
東
方
の
モ
ス
ク
と
密
接
な
る
關
係
あ

り
、
古
典
時
代
の
建
築
は
之
ご
趣
を
異
に
し
、
屋
根
は
一

直
線
に
塞
を
劃
し
、
輩
調
な
る
柱
列
ご
相
倹
っ
て
、
紳
を

容
る
、
鳥
籠
の
槻
あ
b
、
希
臓
・
羅
馬
．
の
巫
硯
は
血
難
き

犠
牲
も
て
紳
を
祭
れ
ご
、
吾
人
の
僑
侶
は
ユ
ダ
ヤ
に
褒
せ

る
聖
書
に
よ
り
て
所
薦
を
行
ふ
。
激
学
堂
の
鐘
は
支
那
よ

り
の
借
物
に
て
、
東
方
に
て
は
甚
だ
古
く
、
多
分
紀
元
前

二
十
世
紀
ま
で
遡
り
得
。
所
藤
の
際
も
希
…
臓
人
は
書
聖
に

も
憩
に
齢
し
て
深
手
を
籏
ぐ
れ
ご
、
填
入
は
印
度
風
に
合

掌
し
、
指
を
組
む
こ
ご
な
し
Q
托
鉢
僑
は
印
度
の
比
丘
ば

り
始
ま
れ
う
。
今
臼
ビ
雄
も
猫
、
印
度
の
世
界
槻
は
シ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
第
口
器
　
　
　
九
九
　
　
（
九
九
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
西
洋
に
於
け
ろ
東
洋
の
膨
響

ッ
ペ
ン
酒
ウ
ェ
ル
等
に
ょ
う
て
蜷
に
藺
方
に
注
入
さ
る
。

吾
入
の
迷
信
の
大
部
舜
は
バ
ビ
買
ニ
ァ
の
古
代
に
遡
り

得
。
不
吉
の
鴉
は
、
入
に
忌
ま
れ
し
十
三
番
臼
の
閏
月
の

象
徴
た
う
き
。
麗
曜
の
安
息
も
實
は
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
漣
ウ
、

無
謬
は
土
曜
臼
が
星
の
悪
き
疑
に
て
仕
箏
を
脅
す
に
利
．
あ

ら
す
ご
考
へ
し
が
翌
H
に
延
期
さ
れ
し
ま
で
に
て
、
薦
約

聖
書
に
は
安
息
日
の
動
機
が
頗
る
文
雅
に
造
ら
れ
、
今
日

英
國
の
如
き
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
安
息
が
脇
窯
さ
れ
居

る
が
、
そ
の
眞
の
趨
原
が
不
幸
な
る
H
な
り
し
こ
そ
可
笑

し
け
れ
。

　
吾
人
は
東
方
に
て
案
出
せ
ら
れ
し
昔
符
交
款
を
用
ゐ
支

那
人
の
獲
明
せ
し
紙
の
上
に
書
き
、
ア
ラ
ゼ
ァ
入
に
習
ひ

し
数
宇
も
て
計
算
す
。
更
に
考
ふ
れ
ば
印
刷
術
は
早
く
東

亜
に
逸
り
、
逮
洋
航
海
に
必
要
な
る
磁
針
は
先
づ
支
那
に

て
知
ら
れ
た
う
。
国
書
鳩
は
漸
く
十
九
…
世
紀
に
な
り
て
欧

洲
に
入
れ
る
が
、
東
方
に
て
は
十
字
軍
以
前
に
之
を
以
て

電
報
t
代
用
せ
り
。
近
頃
ま
で
あ
）
し
馬
車
は
、
車
に
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
〇
〇
　
（
一
〇
〇
）

ぜ
し
支
那
の
醗
な
り
。
差
添
に
必
須
な
る
火
藥
は
支
那
人

・
の
獲
明
に
係
り
、
古
き
普
魯
酉
の
狩
嶽
法
に
は
東
方
要
素

を
多
く
含
む
。
彼
の
魚
骨
器
、
槍
騎
兵
の
旗
、
熊
皮
帽
、
鍍

鼓
、
み
な
土
、
耳
古
戦
役
の
記
念
物
た
り
。
朝
廷
の
儀
式
よ

り
日
華
の
遊
戯
ま
で
東
方
超
原
の
も
の
至
っ
て
多
し
。
中

世
に
於
て
猫
、
木
綿
は
本
質
的
に
「
イ
ス
、
ラ
ム
」
的
の
も
の

ε
し
て
澱
會
よ
り
排
斥
さ
れ
し
が
、
愚
弄
で
は
電
界
を
風

靡
せ
り
。
香
料
、
珈
堺
、
茶
、
砂
糖
其
他
の
雲
壌
品
も
東

方
よ
り
の
贈
物
な
り
。
吾
人
の
公
園
が
美
し
き
東
方
の
草

花
に
て
飾
ら
る
、
如
く
、
吾
入
の
語
彙
は
多
く
の
東
方
傳

來
語
に
て
賑
ふ
。
古
代
濁
逸
の
帝
衣
に
は
ア
ラ
ビ
ア
の
題

詞
が
織
り
込
ま
れ
㌃
國
章
ご
誇
る
双
鷲
も
｛
賞
は
東
方
に
由

摩
せ
る
も
の
な
り
Q

　
入
類
の
文
化
進
歩
の
重
要
な
る
も
の
ビ
し
て
膏
符
文
字

が
数
へ
ら
る
◎
古
代
猫
逸
の
ル
ー
ネ
膿
文
字
は
多
分
ポ
ン

ト
ス
に
於
て
布
臓
定
量
字
よ
り
婁
達
し
、
一
方
羅
典
文
宇

は
伊
太
利
に
糞
達
し
、
猫
逸
に
入
う
て
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ



世
の
朝
廷
に
て
濁
逸
交
字
と
な
）
た
）
o
こ
の
輩
音
丈
宇

は
恐
ら
く
フ
ェ
ニ
キ
ア
よ
り
で
な
く
も
何
か
非
イ
ン
ド
・

グ
ル
マ
ン
族
、
多
分
前
亜
細
亜
の
セ
ム
人
に
よ
り
獲
朋
さ

れ
そ
れ
が
重
事
の
仲
介
に
て
諸
方
に
傳
播
せ
し
な
ら
む
。

セ
ム
語
こ
す
れ
ば
容
易
に
説
寒
し
得
べ
き
幾
多
の
丈
字
の

名
が
之
を
裏
書
す
。
さ
れ
ご
注
意
す
べ
き
は
セ
ム
語
に
て

も
猶
説
明
さ
れ
ざ
る
若
干
の
文
宇
あ
る
こ
ご
に
て
、
之
が

爲
更
に
非
セ
ム
語
に
そ
の
根
原
を
尋
ね
ざ
る
べ
か
ら
す
。

兎
に
角
、
吾
人
の
丈
化
圏
内
に
於
て
軍
音
符
文
字
の
思
想

の
登
生
せ
し
は
只
一
度
に
限
ら
れ
し
な
る
べ
く
、
同
様
の

田
心
嚢
が
胃
口
曳
、
ボ
ル
・
矛
オ
、
セ
レ
ベ
ス
、
ア
ブ
｛
ソ
カ
蜷
寸
に

於
て
見
ら
る
、
に
拘
ら
す
、
歓
喜
人
が
少
し
も
墾
貸
す
る

を
得
ざ
り
し
は
大
い
に
注
意
す
べ
き
な
り
。
最
近
に
至
り

て
此
迄
嘗
て
知
ら
れ
ざ
b
し
交
宇
の
銘
文
が
公
刊
さ
れ
し

が
之
に
よ
り
て
埃
及
の
象
形
義
字
ご
、
カ
ナ
ー
ン
の
輩
昔

符
文
宇
ご
の
中
間
物
が
愛
想
さ
る
、
を
得
た
り
。
七
人
の

研
究
に
よ
れ
ば
こ
の
銘
は
西
紀
前
千
五
百
年
に
し
か
遡
ら

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
西
洋
に
於
け
ろ
束
洋
の
影
響

す
、
そ
の
大
部
分
は
象
形
文
宇
を
認
め
得
べ
く
、
さ
れ
ご

籐
程
カ
ナ
ー
ン
丈
宇
に
近
き
も
の
な
り
ご
。
以
前
に
は
吾

人
は
文
字
ご
其
音
ご
は
必
ず
相
俘
ひ
て
借
用
さ
る
べ
し
と

假
要
せ
し
が
、
事
實
は
、
セ
ム
人
は
文
字
の
形
の
み
を
借

り
來
う
、
之
に
セ
ム
語
の
名
港
の
獲
頭
膏
を
表
は
さ
し
め

た
る
な
り
き
。

　
之
ご
比
較
す
べ
き
一
事
件
は
中
世
に
於
て
ア
ラ
ビ
ア
一
数

宇
が
西
方
へ
移
入
さ
れ
た
る
事
な
う
。
こ
の
数
字
の
如
何

に
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
か
は
、
希
臓
・
羅
馬
の
数
字
も

て
調
数
表
を
引
く
こ
ご
の
全
然
不
可
能
な
る
こ
と
、
機
滅

墨
・
、
気
丈
學
に
は
「
日
も
導
く
べ
か
ら
ざ
る
を
考
へ
ば
思

ひ
牟
・
に
全
一
ぎ
ん
。
さ
、
れ
ご
ア
ラ
ビ
ア
一
身
掌
弓
の
特
｝
質
踊
る
、

零
の
概
念
及
び
其
位
竃
記
法
は
印
度
に
起
れ
り
Q

　
隊
洲
に
零
の
表
は
れ
し
は
十
二
世
紀
を
最
初
ビ
す
れ
ざ

入
世
紀
の
ア
ラ
ビ
ア
選
書
に
は
已
に
連
れ
有
）
o
一
入
の

心
ヅ
ウ
イ
ン
入
が
航
海
の
蓬
征
を
脱
へ
る
詩
に
、
再
び
こ

の
足
、
震
が
ぬ
大
地
を
踏
み
し
め
な
ば
、
盧
ち
に
我
は
脱

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
一
　
（
一
〇
…
）



　
　
　
第
十
輔
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
函
灘
に
於
け
る
軍
洋
の
影
霧

落
せ
ん
、
恐
ら
く
槍
闘
の
日
に
我
名
の
肩
に
○
が
附
く
な

る
べ
し
。
ε
云
へ
り
。
、
之
は
余
一
箇
の
考
な
る
が
、
こ
の

抹
殺
記
號
は
時
に
は
0
時
に
は
翻
を
な
せ
ざ
、
こ
は
零
の

登
達
史
ε
大
い
に
姦
雄
あ
り
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
奮
約
の
原

本
は
、
削
除
せ
し
意
字
を
示
す
た
め
に
其
上
に
一
つ
宛
黙

を
打
て
り
。
古
代
の
零
は
、
今
日
ア
ラ
ビ
ア
の
護
黙
に
見

る
如
く
一
の
黙
に
て
表
は
さ
れ
た
る
な
b
。

　
然
ら
ば
○
は
先
づ
露
霜
に
て
下
底
ご
關
係
す
る
に
至
り

し
か
○
少
く
こ
も
西
紀
前
三
・
四
世
紀
の
印
度
数
學
書
の

臨
片
に
於
て
は
全
く
他
の
機
能
を
有
し
、
未
知
鍛
を
示
す

に
用
ゐ
ら
る
。
古
代
支
那
に
於
る
○
の
痕
跡
は
二
更
確
實

を
良
く
。
○
を
表
は
せ
る
支
那
貨
幣
に
は
甚
だ
右
き
も
の

多
け
れ
ご
、
○
は
左
迄
古
代
に
遡
り
遊
べ
し
と
恩
は
れ
ざ

れ
ば
、
之
は
贋
造
の
疑
あ
り
Q
　
　
方
立
ご
位
概
記
法
ざ
は

已
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
登
見
以
前
の
ア
メ
ソ
ヵ
に
於
る
マ
ヤ

の
暦
の
中
に
獲
見
さ
る
に
至
れ
り
＾
）
叉
印
度
入
は
○
を
虚

叉
は
塞
ご
名
づ
け
、
今
口
数
旗
艦
晩
の
楓
語
ア
ラ
ビ
ア
語

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
二
　
（
一
〇
二
）

の
。
。
穿
は
そ
の
群
青
な
り
。
十
六
世
紀
に
至
り
概
念
の
分

離
が
完
成
し
、
N
O
δ
が
零
を
示
し
、
醸
藩
『
が
個
々
の
数

を
表
は
す
こ
，
ご
、
な
れ
り
。

　
ア
ラ
ゼ
ァ
数
字
は
ア
ラ
ゼ
ア
人
の
女
盛
に
あ
ら
す
◎
ア

ラ
ビ
ア
交
字
が
右
よ
り
左
に
書
か
る
、
に
、
そ
の
薮
学
が

左
よ
り
右
に
書
か
る
、
を
以
て
知
る
べ
し
、
こ
の
数
字
は

も
と
印
度
文
化
の
圏
内
に
生
ぜ
9
0
印
度
数
宇
が
ア
ラ
ビ

ア
に
傳
聞
せ
し
最
古
の
資
料
は
紀
元
入
七
三
／
四
年
の
臼

附
あ
る
バ
ビ
ル
ス
に
て
、
當
時
の
西
方
ア
ラ
ゼ
ァ
の
数
宇

は
寧
ろ
、
今
日
吾
人
が
用
ふ
る
薮
宇
ε
も
印
度
の
数
字
こ

も
甚
だ
相
近
き
に
、
却
っ
て
近
代
の
東
方
ア
ラ
ビ
ア
数
宇

は
著
し
く
墾
化
し
居
れ
り
。
十
風
紀
の
一
古
丈
書
に
表
は

れ
し
数
字
は
、
古
代
形
の
東
方
形
に
鍵
化
す
る
過
渡
を
示

す
も
の
な
り
。

　
λ
間
の
指
の
数
が
十
な
る
よ
う
し
て
十
進
法
計
算
は
廣

く
行
は
る
、
も
の
な
る
が
實
は
甚
だ
不
便
な
る
も
の
な

り
。
吾
人
は
本
來
十
二
進
法
を
用
ひ
た
る
が
、
こ
は
割
箕

．．t

’

嚇
＼
・



の
容
易
な
る
ご
、
其
…
因
子
た
る
三
が
数
至
上
重
要
な
る

数
な
る
ε
に
よ
り
て
、
甚
だ
進
歩
し
た
る
方
法
ご
云
ふ
べ

き
な
り
し
が
、
途
に
近
世
に
な
り
て
之
を
批
難
し
た
る
こ

そ
愚
か
な
れ
。
有
史
以
前
の
時
代
に
於
て
は
バ
ビ
ロ
ン
系

統
の
張
き
影
響
の
下
に
十
二
進
法
が
維
持
さ
れ
、
今
日
猶
、

十
二
～
六
十
の
偏
位
多
く
用
ひ
ら
れ
、
ダ
ー
ス
の
如
き
概

念
ご
な
り
て
残
れ
り
。
バ
ビ
ロ
ン
の
影
響
が
十
分
此
に
確

立
さ
れ
ざ
り
し
は
憾
む
べ
き
の
極
み
な
り
。

　
次
に
幾
何
に
一
…
瞥
を
與
へ
ん
に
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理

は
、
古
代
思
想
の
最
高
黙
を
示
す
も
の
ざ
し
て
學
稜
で
御

丁
寧
に
敏
へ
込
ま
る
、
麗
な
る
が
、
最
近
の
研
究
は
、
こ

の
所
謂
大
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
は
已
に
紀
元
前
入
世
紀
の

印
度
に
於
て
知
ら
れ
し
を
謹
明
せ
り
。
ア
レ
キ
サ
ン
ー
3
ソ

ア
数
學
の
印
度
へ
影
響
を
及
ぼ
せ
し
て
ふ
假
説
は
成
立
た

す
し
て
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
學
問
こ
そ
、
却
っ
て
東
方
よ
り

受
け
た
る
事
を
示
す
。
算
入
は
序
で
ビ
は
言
へ
緊
要
な
ら

ざ
る
こ
ε
叉
蝕
に
深
入
し
た
る
が
、
か
の
輪
廻
説
の
印
度

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
酉
洋
に
於
け
ろ
粟
洋
の
影
響

に
下
し
だ
る
は
疑
ふ
べ
く
も
な
く
、
西
紀
潮
入
世
紀
頃
既

に
彼
の
地
に
存
し
た
る
を
知
る
べ
く
、
埃
及
よ
り
な
ざ
の

、
影
響
に
は
非
る
べ
し
。

　
吾
人
は
全
入
類
を
駁
撫
す
る
爲
め
細
り
世
界
入
類
主
蓑

を
必
要
ご
す
る
時
代
に
生
存
す
る
な
り
。
古
典
涙
の
學
綾

理
想
は
正
に
時
代
錯
誤
ご
言
ふ
べ
し
。
到
底
十
分
に
評
儂

す
べ
く
も
な
き
吾
人
の
見
界
の
曾
ぷ
べ
き
立
大
、
吾
人
の

近
代
の
世
界
観
の
墓
礎
付
け
の
恢
弘
は
、
實
に
吾
人
が
外

國
交
化
圏
の
精
聯
に
突
入
し
た
る
よ
り
生
じ
だ
る
も
の
な

り
。
此
の
精
帥
は
羅
針
盤
の
登
明
に
依
っ
て
大
洋
の
航
海

が
可
能
な
る
に
至
り
し
後
始
め
て
吾
人
の
見
界
に
入
り
來

り
し
も
の
な
り
Q
最
遠
の
試
験
の
爲
め
に
は
此
の
登
明
者

は
表
面
上
十
四
世
紀
の
伊
太
利
入
フ
ラ
ゼ
ォ
・
ギ
オ
ジ
や

ご
な
り
居
れ
ご
、
十
二
世
紀
の
絡
に
は
己
に
磁
針
が
西
方

に
知
ら
れ
み
た
る
を
如
何
せ
ん
。
磁
針
は
支
那
に
て
は
晩

く
見
積
る
も
十
世
紀
に
は
知
ら
れ
た
り
。
十
世
紀
以
前
の

謹
慷
は
信
新
し
難
し
ρ
多
分
十
三
世
紀
頃
よ
り
ご
思
は
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
幅
〇
三
　
（
一
〇
三
）

’



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
西
洋
に
於
け
る
東
洋
の
影
響

、
が
、
ア
ラ
ビ
ア
地
方
の
航
海
者
は
、
鉱
力
製
の
魚
に
磁

力
を
與
へ
、
皿
に
水
を
盛
う
て
之
を
浄
べ
以
て
南
北
の
方

向
を
取
ら
し
め
た
り
こ
い
ふ
。
磁
針
の
登
萌
以
前
に
は
鳥

を
飛
ば
し
て
滋
案
内
こ
せ
り
、
そ
の
痕
跡
は
ノ
ァ
傳
説
の

外
、
日
本
，
印
度
、
ノ
ル
マ
ン
忙
も
追
走
さ
る
。
且
又
支

那
人
は
コ
η
ン
バ
ス
よ
り
も
遙
か
以
前
、
確
か
に
は
十
一

世
紀
後
、
多
分
入
世
紀
後
よ
り
磁
針
の
偏
差
を
知
れ
り
。

　
爆
獲
藥
は
軍
に
戦
孚
の
方
法
を
一
箪
し
、
智
力
の
代
り

に
智
的
要
素
を
主
要
ご
爲
す
に
至
り
し
も
の
こ
思
ふ
は
誤

り
に
て
彼
の
ア
川
ブ
ス
の
原
始
岩
を
切
り
開
き
て
、
民
族

融
合
に
必
要
な
る
墜
道
工
事
を
成
就
す
る
如
き
李
和
事
業

に
も
必
要
な
り
き
。
火
藥
は
濁
b
希
臓
∵
羅
馬
人
の
み
登

明
し
得
べ
し
ご
呑
み
込
ん
で
掛
る
は
途
方
も
な
き
謬
妄
な

り
。
古
代
に
発
て
戦
雪
に
用
ゐ
ら
れ
し
燃
焼
捌
又
か
の
希

臓
火
の
如
き
は
爆
登
壇
ご
何
の
關
係
も
な
し
、
ア
ラ
ビ
ア

の
ナ
フ
ア
ト
ウ
ン
郎
ち
揮
登
石
油
を
使
用
せ
る
ナ
フ
タ
軍

は
ア
バ
ッ
シ
ド
家
の
仁
恕
狡
の
軍
隊
に
在
っ
て
既
に
早
く

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
｛
〇
四
　
（
一
〇
四
）

　
】
の
重
要
な
役
目
を
演
じ
た
り
き
。
之
も
木
造
家
屋
の
攻

　
鰹
戦
に
火
矢
を
零
す
る
ま
で
な
り
。
硝
石
ご
炭
ご
硫
蝕
奥
ご

　
を
含
む
眞
の
火
藥
の
聖
明
者
は
マ
川
ク
ス
・
グ
レ
ク
ス
ご

い
ふ
事
に
嫁
わ
居
れ
ざ
甚
だ
疑
は
し
一
、
此
入
を
九
世
紀

　
に
も
っ
て
行
く
か
ら
が
抑
も
誤
に
て
、
吾
人
は
今
臼
に
於

　
で
彼
は
實
際
一
二
五
〇
年
頃
そ
れ
も
ア
ラ
ピ
ァ
の
影
響
を

　
受
け
て
此
の
斜
懸
を
書
け
る
こ
ε
を
知
る
な
り
。
聖
バ
ル

ρ

　
バ
ラ
の
話
も
之
に
類
す
。
曰
く
、
彼
女
は
ア
フ
ソ
ヵ
に
於

　
る
ブ
ン
ダ
ル
侵
入
の
際
、
窪
め
用
意
し
お
け
る
畠
製
の
火

　
藥
を
以
て
膚
ら
爆
褒
膚
殺
し
だ
る
が
爲
に
砲
兵
隊
の
守
護

帥
こ
な
れ
り
ご
。
さ
れ
ご
眞
面
昌
な
る
研
究
の
結
果
は
等

　
し
く
火
回
は
先
づ
支
那
に
於
て
早
く
も
十
二
世
紀
の
孚
頃

　
に
知
ら
れ
た
り
て
ふ
に
…
致
す
。
二
は
元
の
太
宗
の
沖
京

　
攻
嗣
の
際
、
金
軍
が
勇
敢
に
防
禦
せ
し
記
事
の
中
に
見
寓

　
　
（
註
1
）

す
を
得
。
火
藥
の
利
用
に
係
る
繊
石
及
び
花
火
は
、
支
那

　
の
火
藥
書
中
に
あ
る
藤
壷
に
よ
り
て
比
較
的
正
確
な
る
概

念
を
得
べ
し
。
十
三
世
紀
に
な
ゆ
て
ア
ラ
ビ
ア
人
は
之
を



傳
へ
た
る
が
、
硝
石
を
支
那
の
雪
ご
呼
び
、
花
火
を
支
那
．

の
矢
ご
よ
べ
り
。

　
更
に
重
要
な
る
は
印
刷
術
な
り
、
今
冬
印
刷
術
が
最
大

の
文
化
要
素
ご
云
ひ
得
べ
く
ん
ば
、
そ
の
埋
論
の
嚢
明
よ

b
も
野
際
の
癒
用
に
重
要
な
る
意
義
あ
り
て
存
す
。
之
に

は
先
づ
皇
宮
な
る
印
刷
材
料
ご
、
若
干
の
字
舞
に
て
如
何

な
る
丈
章
を
も
表
現
し
得
べ
き
昔
符
文
字
組
織
ご
の
二
條

件
が
必
要
に
し
て
、
之
無
く
し
て
は
さ
し
も
の
鼓
術
も
無

用
の
長
物
た
る
を
免
れ
す
。
印
刷
術
の
要
素
に
就
て
如
何

に
東
方
入
が
墾
與
す
る
の
多
か
り
し
か
を
込
む
ご
せ
ん
。

印
刷
の
概
念
は
已
に
古
代
の
印
章
指
輪
、
貨
幣
鋳
型
に
熊

原
を
見
る
。
バ
ゼ
”
ン
人
が
粘
土
に
書
け
る
は
有
名
な
る

が
」
原
交
を
複
製
す
る
の
要
あ
る
時
は
印
刷
ご
は
全
く
類

似
の
方
法
を
取
り
、
印
章
筒
ご
零
す
る
物
を
以
て
柔
き
粘

土
の
上
を
廻
縣
せ
し
め
て
銘
を
押
し
出
す
○
さ
れ
ざ
こ
の

材
料
は
高
償
に
過
ぎ
て
、
此
以
上
に
獲
屈
す
る
能
は
ざ
り

き
。
こ
の
鳶
職
は
東
亜
に
於
て
紙
が
登
明
さ
れ
、
材
料
問

　
　
　
第
十
一
艦
｝
　
　
雑
　
纂
…
　
　
酉
潭
㎝
に
於
け
ち
寅
甲
洋
の
影
鰹
一

題
の
解
決
せ
ら
る
＼
に
及
ん
で
果
然

り
。

一
大
革
命
を
來
せ

　
羊
皮
紙
ご
パ
ピ
ル
ス
は
甚
だ
完
全
な
る
製
造
方
法
を
必

要
こ
し
且
つ
高
儂
な
る
の
憾
あ
り
Q
中
央
亜
細
亜
は
嘗
て

樺
の
樹
皮
を
用
ひ
、
南
印
度
は
綜
欄
の
葉
に
書
く
。
今
日

支
那
入
の
用
ふ
る
毛
筆
は
蒙
悟
の
卓
立
ご
さ
れ
居
る
が
、

余
思
ふ
に
、
此
は
竹
簡
の
代
り
に
絹
が
用
ひ
ら
る
、
に
至

り
し
ご
大
い
に
閣
係
あ
り
。
さ
れ
ざ
酉
紀
百
年
の
頃
に
な

り
て
始
め
て
察
倫
は
樹
皮
、
庶
、
襟
覆
等
よ
り
紙
を
製
造

す
る
事
を
登
明
し
、
以
て
絹
の
遅
便
な
る
ビ
、
木
簡
の
不

便
な
る
ご
を
除
く
を
得
た
り
。
紙
は
各
種
の
植
物
繊
維
よ

り
得
ら
る
。
其
法
先
づ
異
成
分
を
淘
汰
し
、
水
中
に
掩
搾

し
て
よ
く
混
和
せ
し
め
、
斯
て
薄
葉
に
乾
し
上
ぐ
る
な
り
。

其
古
式
の
方
法
は
著
く
毛
盛
製
法
ビ
類
似
す
。
只
此
は

動
物
質
の
、
彼
は
植
物
質
の
振
料
を
用
ふ
る
の
差
の
み
。

登
臨
製
造
は
東
方
ト
ル
コ
遊
牧
人
種
が
本
場
な
れ
ば
、
紙

製
造
に
至
る
刺
戟
は
此
方
面
よ
り
支
那
に
入
り
し
ご
推
測

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
五
　
（
…
○
ヨ
）



　
　
　
第
十
叫
声
　
　
雑
　
纂
　
　
西
洋
に
於
け
る
東
洋
の
影
響

す
も
蓋
し
誤
ま
ら
ざ
る
べ
し
。
殊
に
其
最
初
の
原
料
は
動

物
質
、
乃
ち
絹
居
…
な
る
に
於
て
を
や
◎
…
磁
界
に
隔
て
紙
が

嚢
明
さ
れ
し
は
一
回
に
止
ら
す
し
て
、
ア
メ
ソ
ヵ
に
て
は

マ
グ
ブ
イ
入
に
造
ら
れ
し
事
、
當
時
の
メ
キ
シ
コ
維
叢
に

よ
り
知
る
を
得
、
ポ
ジ
ネ
シ
ァ
の
タ
パ
族
も
小
紙
を
遣
り

し
ご
云
ふ
。
欧
洲
は
か
、
る
丈
化
の
進
歩
を
藥
倫
の
登
明

に
戚
謝
す
。
彼
の
盆
明
の
大
な
る
数
果
は
次
第
に
世
入
の

認
む
る
所
ε
な
り
、
一
〇
五
年
に
は
（
後
漢
）
朝
廷
の
命
命

に
よ
b
表
彰
さ
る
に
至
れ
り
。

　
ア
ラ
ゼ
ァ
の
著
作
家
は
吾
人
に
報
す
ら
く
、
羊
皮
紙
．

パ
ピ
ル
ス
を
駆
逐
せ
る
、
サ
マ
ル
カ
ソ
ー
3
の
紙
工
業
は
、

其
始
め
、
サ
リ
の
子
ジ
ヤ
ド
が
獲
た
る
支
那
入
の
捕
虜
に

よ
り
て
此
に
移
植
さ
れ
た
り
と
。
ジ
ャ
ー
3
は
此
時
敵
の
訳

註
だ
る
ト
ル
コ
侯
ご
、
支
那
皇
帝
が
遣
せ
る
一
高
麗
人
に

峯
ゐ
ら
れ
し
援
軍
ご
を
大
い
に
タ
ラ
ス
河
の
畔
に
て
撃
破

せ
る
が
」
東
西
の
記
鎌
は
共
に
七
五
一
年
七
月
と
月
ま
で

も
よ
く
一
致
す
Q
嘗
時
奴
隷
に
は
自
軍
解
放
の
滋
開
か
れ
，

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
〇
六
　
（
一
〇
六
）

ゐ
曇
れ
ば
、
其
身
代
金
を
支
佛
は
し
め
ん
が
爲
に
、
彼
等

に
は
屡
々
職
業
に
つ
く
の
機
管
轄
へ
ら
れ
し
が
、
若
干
の

支
那
俘
虜
は
此
際
紙
工
業
を
選
べ
る
な
り
。
途
に
斯
し
て

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
永
久
の
利
猛
ビ
は
な
b
訟
。
最
近
支
那

ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
於
る
玉
来
は
書
入
に
古
代
の
紙
を
輿

へ
、
猶
之
を
顯
微
鏡
下
に
駕
す
れ
ば
種
々
の
重
要
な
る
事

實
を
登
見
す
べ
し
Q
ス
タ
イ
ン
は
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
に

て
七
入
二
年
、
土
入
七
年
の
日
附
あ
る
紙
を
獲
た
る
が
、

最
古
の
物
は
コ
ベ
ル
ト
が
買
ス
ト
ク
に
て
得
し
三
九
九
年

の
物
な
り
。
其
成
分
は
支
那
の
櫨
物
、
一
種
の
毒
廉
に
、

楮
を
少
々
混
せ
π
る
物
な
る
が
、
繊
・
維
の
俗
態
よ
り
推
し

て
す
き
か
へ
し
の
紙
な
ら
ん
ご
云
ふ
。

　
千
一
空
物
語
で
有
名
な
る
大
臣
ガ
フ
ァ
ル
の
兄
弟
イ
ブ

ソ
・
ヤ
ジ
ヤ
は
、
コ
ラ
ツ
ず
ン
の
知
事
た
り
し
時
ナ
マ
ル
ヵ

ン
ド
の
紙
の
事
を
聞
き
知
り
、
・
七
九
四
／
五
年
之
を
バ
グ

ダ
ッ
ド
に
移
せ
り
。
こ
の
例
に
習
ひ
て
諸
方
の
回
敷
國
は

夫
々
紙
工
場
を
建
設
し
て
以
て
西
班
牙
に
及
べ
り
。
此
頃



の
紙
の
標
本
は
諸
國
の
博
物
館
に
多
く
見
る
を
得
可
く
、

高
潮
な
る
パ
ピ
ル
ス
を
騙
逐
し
て
販
路
を
平
張
し
行
け
る

径
路
を
示
し
居
れ
り
。

　
紙
製
造
法
は
十
二
世
紀
に
ア
ラ
ゼ
ァ
よ
り
羅
馬
に
入

り
、
＋
四
世
紀
に
平
語
に
到
着
せ
り
。
之
と
共
に
紙
に
開

係
あ
る
ア
ラ
ゼ
ァ
語
多
く
欧
洲
に
入
れ
b
。
団
震
9
は
紙
の

塊
に
し
て
、
凌
＄
は
紙
の
包
み
を
意
味
せ
し
ア
ラ
ゼ
ア
語

よ
、
9
血
目
化
す
。
紙
が
坊
中
物
性
・
を
帯
べ
る
黙
が
亜
三
池
な
れ
ば

こ
て
、
数
千
年
前
の
埃
及
語
メ
ピ
ル
ス
を
宛
て
、
蜀
9
覧
興

ε
な
れ
る
が
實
は
パ
ピ
ル
ス
ビ
は
全
然
別
物
な
う
。

　
紙
ご
共
に
重
要
な
る
は
印
刷
物
の
西
方
へ
の
傳
播
な
り

惜
む
ら
く
は
支
那
に
於
け
る
此
技
術
の
超
源
に
就
て
五
入

は
未
だ
多
く
知
る
を
得
す
。
世
界
人
口
の
三
分
置
一
を
占

め
、
人
類
最
古
の
交
遊
を
有
し
、
猶
経
濟
的
に
は
計
り
知

る
べ
か
ら
ざ
る
未
來
を
有
す
る
聖
岳
の
事
情
が
少
し
も
研

究
せ
ら
れ
す
し
て
拗
郷
さ
れ
あ
る
一
方
に
、
は
、
我
濁
逸
に

於
て
も
ナ
ム
ニ
テ
戦
雫
テ
ビ
ニ
戦
票
メ
ツ
セ
ソ
戦
欝
が
恰

　
　
　
第
十
一
巷
　
雑
纂
　
西
洋
に
於
げ
る
東
洋
の
影
饗

も
歴
史
の
精
髄
な
る
か
の
如
く
、
得
々
ご
し
て
講
述
せ
ら

る
、
大
部
な
き
に
し
も
慶
す
。
ボ
ぞ
矛
オ
の
ダ
ヤ
ク
族
は

着
物
の
代
用
ご
も
云
ふ
べ
き
文
身
を
作
る
に
、
先
づ
木
に

て
型
を
つ
く
b
絡
具
を
鍛
り
て
皮
膚
に
押
し
、
そ
の
形
に

從
て
細
工
す
○
但
し
何
時
頃
よ
り
始
ま
り
し
ご
も
知
ら
れ

す
。
挨
及
の
織
布
印
染
術
は
可
也
古
く
、
其
六
世
紀
頃
の

標
本
は
上
埃
及
よ
り
登
掘
せ
ら
れ
し
が
、
之
ご
共
存
し
て

二
つ
の
印
染
標
本
も
拝
見
さ
れ
た
）
o
力
ロ
ソ
ン
が
朝
時

代
に
こ
の
技
術
は
西
方
に
傳
は
う
し
ご
云
ふ
Q
印
染
術
よ

り
印
刷
術
へ
の
過
渡
は
ボ
ソ
ネ
シ
ァ
人
の
工
業
が
暗
示

す
」
彼
等
は
楮
の
皮
を
椿
き
て
紙
に
似
た
る
物
を
製
し
、

之
に
型
を
押
し
て
着
物
こ
な
す
。
惜
む
ら
く
は
此
工
業
の

始
原
の
年
代
を
知
る
を
得
す
。

　
紙
の
嚢
明
の
結
果
、
支
那
に
は
紙
上
の
印
刷
趨
れ
り
。

已
に
一
七
五
年
石
経
を
大
學
霊
前
に
立
て
そ
の
拓
本
を
取

り
し
事
あ
う
。
六
世
紀
の
絡
に
は
木
版
印
刷
穿
り
、
階
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

文
帝
の
命
に
よ
り
古
典
の
遺
書
が
上
梓
さ
る
。
此
支
那
の
「

　
　
　
　
　
　
　
．
魏
一
難
　
　
一
〇
七
（
一
〇
七
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
西
洋
に
於
け
ろ
束
洋
の
影
響

直
明
は
甚
だ
古
く
東
西
爾
方
面
に
傳
播
，
せ
り
。
日
本
印
刷

術
の
藤
原
に
就
て
述
ん
に
、
七
六
四
年
無
徳
帝
は
佛
寺
に

百
萬
の
小
塔
を
頒
た
し
め
、
其
何
れ
に
も
無
垢
浄
光
陥
羅

尼
の
印
刷
物
を
寵
め
お
き
給
へ
り
。
そ
の
小
竿
の
若
干
は

日
本
大
和
の
活
隆
寺
に
登
見
さ
れ
今
H
猶
見
る
を
得
べ

し
。
更
に
入
一
六
年
の
H
附
あ
る
金
属
の
印
刷
板
に
は
美

事
な
る
漢
宇
彫
ら
れ
て
あ
り
。
支
那
學
者
ヒ
ル
｝
は
支
那

に
て
、
一
〇
五
四
年
の
木
版
印
刷
物
を
買
へ
る
が
、
之
に

は
宋
の
．
一
詩
入
の
詩
ご
共
に
其
二
段
が
載
せ
て
あ
b
き
。

　
幽
囁
寺
に
甚
だ
右
き
印
醐
が
あ
り
し
と
云
ふ
も
の
あ
れ

ご
如
何
に
ゃ
。
こ
の
古
き
チ
ベ
ッ
ト
印
刷
物
は
上
中
に
書

か
れ
し
印
刷
者
こ
か
櫨
那
こ
か
の
何
者
た
る
や
が
知
ら
れ

ざ
る
を
以
て
蹴
ハ
年
孟
代
を
確
…
催
す
・
る
能
は
ざ
る
な
う
。
ラ
ウ

フ
ァ
は
北
京
大
畳
寺
の
遼
の
碑
銘
中
に
て
西
藏
印
醐
の
年

代
に
窮
し
て
最
古
ご
せ
ら
る
べ
き
…
〇
六
九
年
の
記
事
を

獲
見
せ
り
。
曰
く
、
一
紳
士
は
五
十
萬
の
銅
鏡
を
西
蕨
聖

典
印
刷
等
の
爲
に
面
桶
に
喜
捨
せ
り
。
聖
典
の
標
題
内
容

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
…
○
八
　
（
一
〇
八
）

は
知
る
に
歯
な
し
◎
斯
る
事
よ
り
も
九
世
紀
頃
に
は
西
藏

　
　
　
　
昏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

に
印
旛
術
が
あ
り
し
か
に
患
は
る
ご
。
西
蕨
の
浩
禰
な
る

ヵ
ン
チ
ュ
ル
ビ
タ
ソ
チ
ユ
ル
ざ
は
元
の
仁
宗
時
代
、
西
藏

に
て
印
刷
さ
れ
た
b
o
其
一
信
徒
は
蒙
古
に
あ
b
し
祭
司

た
b
し
が
、
印
剃
に
必
要
な
る
多
量
の
墨
を
重
り
寄
し
て

剛
獅
を
喜
ば
し
め
き
。

　
ト
ル
キ
ス
タ
ン
獲
掘
は
九
●
十
世
紀
ざ
歌
心
は
る
、
回
一
乾

の
木
版
印
刷
を
澄
に
出
し
た
b
。
　
＝
ご
三
〇
年
に
は
回
乾

文
の
七
曜
経
は
一
千
部
印
刷
さ
れ
た
り
Q
ア
ラ
ゼ
ァ
語
の

も
の
は
埃
及
に
て
三
十
箇
の
印
刷
物
石
見
さ
れ
し
が
、
皆

十
世
紀
の
物
に
て
、
其
二
つ
は
或
は
九
世
紀
か
も
知
れ
す
。

馬
形
歌
ご
印
面
法
ご
は
全
然
支
那
ご
同
一
轍
に
出
づ
ビ
云

ふ
。
策
二
十
宇
軍
の
惨
調
の
爲
、
　
一
一
四
七
年
北
方
シ
ソ

ァ
に
て
強
制
蓮
無
力
を
以
て
遂
行
さ
れ
し
紙
幣
は
金
燐
板

印
刷
に
し
て
、
一
二
九
三
年
グ
ブ
ソ
ヅ
に
設
立
さ
れ
し
紙

幣
工
場
は
支
那
式
に
從
へ
う
。
ラ
シ
ド
・
エ
ッ
ヂ
ン
も
支
那

の
印
刷
法
を
記
せ
る
が
、
面
白
き
は
嘗
蒔
支
那
に
て
は
、

し



一
版
に
何
部
ご
印
刷
さ
る
、
事
な
く
し
て
、
買
手
が
來
る

毎
に
一
部
宛
印
刷
し
て
煙
る
こ
ご
な
う
Q
今
口
吾
人
が
猶

屡
々
用
ふ
る
拓
本
術
は
印
刷
の
先
輩
な
り
〇
一
時
に
多
数

を
印
池
す
る
事
は
印
刷
術
の
進
歩
を
促
す
も
の
な
る
が
、

支
那
の
此
古
式
の
理
責
法
は
途
に
其
事
な
く
て
止
ま
し
め

元
る
か
に
見
ゆ
。

　
中
世
の
交
通
状
態
を
以
て
し
て
は
、
紙
が
西
方
へ
輸
入

せ
ら
る
、
問
は
湊
し
て
安
贋
な
る
も
の
に
遡
り
き
、
、
猫
逸

に
於
て
は
十
四
世
紀
に
入
り
て
初
め
て
紙
の
使
用
が
一
般

化
さ
れ
來
り
し
が
、
更
に
そ
れ
が
西
方
に
於
て
も
製
造
さ

る
、
や
、
支
那
ア
診
フ
ゼ
ア
に
於
る
が
．
如
く
、
印
…
刷
術
が
踵
を

つ
い
で
尽
り
曇
れ
り
。

　
木
版
は
支
那
に
て
は
巳
に
二
こ
ご
＝
年
よ
り
あ
り
、
激

洲
に
て
は
一
世
紀
後
れ
て
一
四
二
三
年
に
始
ま
る
、
ボ
ロ

ニ
ヤ
の
一
驚
逸
人
が
早
く
一
三
九
五
年
置
木
版
術
に
蓮
暁

せ
し
て
ふ
ク
ソ
ス
ヲ
ラ
ー
の
推
測
は
質
疑
ふ
べ
き
の
除
地

あ
り
◎

第
十
一
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
西
洋
に
於
け
ろ
東
洋
の
影
響

　
木
版
印
刷
よ
り
活
版
印
剃
へ
の
…
進
歩
は
、
一
般
印
刷
術

の
登
朋
に
比
す
れ
ば
稽
債
値
少
き
も
、
多
大
の
便
盆
を
吾

人
に
與
へ
し
は
争
ふ
べ
か
ち
す
、
活
版
が
木
版
よ
り
進
化

せ
し
や
否
や
は
近
年
大
い
に
劇
職
さ
れ
た
う
。
吾
入
は
木

裏
宇
な
る
も
の
に
就
て
何
等
知
る
所
な
し
。
但
し
古
代
人

が
小
學
一
年
生
に
宇
を
駿
へ
る
た
め
に
作
り
し
、
切
り
放

し
丈
字
を
作
る
型
板
は
活
版
術
の
登
見
ご
何
の
關
係
も
な

し
Q
所
謂
古
典
入
の
智
慧
は
大
抵
こ
の
程
度
を
出
ざ
b
し

な
り
。
然
ぢ
に
世
の
中
に
は
猫
こ
の
古
典
人
を
奪
質
す
る

の
早
り
、
濁
芸
人
の
勤
勉
が
生
め
る
活
版
掌
理
の
功
績
を

ま
で
く
さ
す
者
あ
り
。
臼
く
。
美
に
鏡
戚
な
る
古
典
人
が

鉛
版
印
刷
の
醜
さ
を
我
慢
し
さ
へ
し
た
ら
ん
に
は
、
如
何

な
る
遅
牛
も
活
版
位
を
登
明
す
る
に
至
る
は
易
々
だ
り
し

な
ら
ん
ε
o
實
は
然
ら
す
、
古
血
ハ
人
の
書
籍
に
焦
す
る
美

戚
は
遙
に
中
世
入
の
後
に
あ
ウ
、
書
代
希
二
人
の
筆
蹟
は

支
那
ア
ラ
ゼ
ア
の
夫
ご
比
較
す
る
に
、
夢
に
も
優
劣
を
璽

ふ
能
は
ざ
る
な
り
◎
兎
に
角
活
版
印
刷
の
二
大
條
件
た
る

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
九
（
一
〇
九
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
酉
洋
に
於
け
る
束
洋
の
彫
響

昔
年
文
字
ピ
紙
ご
は
古
典
古
代
の
登
朋
に
あ
ら
す
。
活
版

の
登
朋
者
グ
ー
グ
ン
ペ
ル
ビ
を
希
臓
の
庸
工
ε
同
一
覗
す

る
は
酷
な
れ
ざ
、
又
他
人
の
桂
冠
を
取
り
て
彼
に
輿
ふ
る

は
却
っ
て
彼
の
奨
の
偉
大
を
導
く
る
も
の
な
り
。
實
に
彼

に
は
先
騙
者
あ
り
き
。
和
蘭
人
コ
ス
タ
ル
が
彼
よ
り
も
以

前
に
活
版
印
剃
を
試
み
し
は
事
實
な
る
が
如
し
。
只
コ
ス

タ
ル
は
活
宇
の
鋳
造
に
際
し
て
、
只
一
回
の
使
用
に
し
か

耐
え
ざ
る
砂
型
を
用
み
し
が
、
グ
三
7
ン
ベ
ル
ク
は
そ
の

煩
雑
な
る
手
数
を
除
く
に
成
功
せ
る
な
り
。

　
支
那
史
料
は
粘
土
活
宇
の
千
々
渚
ご
し
て
畢
昇
を
暴
ぐ

こ
の
技
術
が
西
方
へ
傳
播
せ
し
や
否
や
は
確
謹
な
き
が

最
近
再
び
東
亜
に
於
て
、
グ
ー
テ
ン
ペ
ル
ヒ
よ
り
も
遙
か

以
前
に
活
宇
印
刷
に
よ
る
書
物
が
存
在
せ
し
こ
ご
明
こ
な

れ
り
。
之
が
朝
鮮
の
蛮
明
か
、
支
那
の
登
明
か
は
未
だ
明

か
な
ら
ざ
れ
ご
、
兎
に
角
活
版
印
刷
に
於
て
も
東
方
が
西

洋
に
先
鞭
を
つ
け
し
こ
ご
を
謹
し
て
除
り
あ
り
。
朝
鮮
の

活
版
印
醐
の
剋
源
は
「
三
一
七
一
二
四
年
の
間
に
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
…
一
〇
　
（
一
一
〇
）

そ
の
一
四
〇
九
年
に
印
刷
さ
れ
し
書
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、

時
の
朝
鮮
王
は
木
版
印
刷
の
不
便
な
る
を
知
り
て
、
文
學

保
存
の
た
る
に
印
刷
を
起
し
て
銅
一
宇
を
製
造
せ
し
め
、

そ
の
費
用
は
臣
下
の
カ
に
籍
ら
す
し
て
、
爵
己
宮
中
の
内

驚
金
よ
り
支
出
し
だ
り
ご
Q
そ
の
日
附
は
實
に
【
四
〇
三

，
年
十
二
月
十
四
騒
よ
り
翌
年
の
一
月
十
幅
百
に
至
る
。

　
こ
の
入
獄
に
最
重
要
な
う
し
狡
明
も
そ
の
故
郷
に
於
て

容
れ
ら
れ
す
、
蓋
し
二
字
の
堂
宇
を
錆
造
す
る
に
は
甚
だ

強
き
材
料
を
要
す
る
を
以
て
不
便
な
り
し
な
り
。
さ
れ
ば

さ
し
も
の
新
宮
明
も
十
分
に
そ
の
脚
力
を
登
壇
す
る
を
得

す
、
吾
入
の
セ
ミ
チ
ッ
ク
音
特
文
字
を
待
っ
て
始
め
て
文

化
の
嘱
要
素
と
な
る
を
得
し
な
り
。

（
註
1
）
　
支
那
の
火
薬
に
つ
春
て
に
吏
林
第
二
巷
第
三
號
第
四
號
矢
蜥
仁

　
一
氏
支
那
に
於
け
る
近
世
火
器
の
惇
來
に
就
い
て
、
東
洋
學
報
第
七

　
巻
、
第
八
巻
、
石
山
幹
之
助
氏
、
丈
三
役
に
蒙
古
軍
の
使
用
せ
る
。

　
「
鐵
砲
」
に
就
い
て
、
同
補
遣
、
之
に
よ
れ
ば
金
人
の
用
ひ
六
ろ
に

　
擬
石
た
含
む
火
藥
定
な
す
の
説
寸
翰
弱
な
り
ミ
い
ふ
。



（
註
2
）
　
購
…
史
定
雛
理
筑
κ
十
六
谷
第
四
號
、
融
…
田
叢
朔
一
郵
氏
、
雰
｛
那
に
於

　
　
ろ
印
刷
衛
の
趨
源
塗
照
。
之
に
よ
れ
ば
、
支
那
に
於
て
印
尉
に
閥
す

　
　
ろ
確
な
ろ
讃
櫨
の
最
も
古
き
に
、
唐
文
宗
、
太
和
九
年
褥
宿
の
奏
な

　
　
り
定
。

（
魏
3
）
　
こ
に
ラ
ウ
プ
ア
の
誤
に
し
て
、
金
石
華
編
、
巻
百
五
十
三
、
陽

　
　
台
山
消
水
院
（
帥
ち
大
蝿
寺
）
鮒
遭
藏
経
翻
に
、

　
　
　
今
優
婆
塞
南
陽
郵
公
從
貴
善
根
生
得
浄
行
日
嚴
成
雍
四
年
（
西
紀

　
　
　
繍
〇
六
入
）
三
月
捨
銭
三
十
萬
豊
諸
僧
含
又
五
十
萬
募
同
志
印
大

　
　
　
　

　
，
　
藏
維
凡
五
頁
七
十
九
映

　
　
ミ
あ
る
為
誤
讃
ぜ
し
な
り
O

第
十
一
巷
　
　
維
　
纂
　
　
三
洋
に
於
け
ろ
東
灘
の
影
響

第
一
號

一
一
一
　
（
一
一
一
）


